
パブリックコメントを募集します
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太田　宗秋さん
（64歳・鬼石）

　９年にわたり農業委員
（うち３年間は会長）とし
て農業振興に貢献。

田村　弘 さん
（71歳・中大塚）
　24年にわたり交通指
導員（うち２年は隊長）
として交通安全に尽力。

瑞宝単光章
【消防功労】

瑞宝単光章
【防衛功労】

茂木　勝美 さん
（61歳・森）

　36年にわたり陸上自
衛隊員として、災害派
遣活動などに尽力。

江原　昇 さん
（70歳・白石）

　40年にわたり消防職
員として、地域の消防・
防災に尽力。

小坂　裕一郎 さん
（62歳・藤岡）

　消防団員や市諮問機
関委員などを歴任し市
政伸展に貢献。

瑞宝双光章
【警察功労】

　 　 受 章 ・ 表 彰
おめでとうございます

【保健】

村田　茂行 さん
（65歳・藤岡）

　ビルメンテナンス業
界の社会的地位の向上、
技術開発などに尽力。

【教育】

   

高津　弘 さん
（84歳・藤岡）

　県銃砲刀剣類登録審
査委員として、地域の
文化財保護に貢献。

【生活】

群馬県功労者表彰

宮澤　満さん
（61歳・浄法寺）
　35年にわたり消防団
員（うち４年間は副団長）
として消防活動に尽力。

小林　敏夫 さん
（69歳・中大塚）
　文化財保護活動の指
導者として、郷土の歴
史文化の研究に貢献。

藤岡市功労者表彰

山口　武志 さん
（60歳・藤岡）

　22年にわたり消防団
員（うち2年間は分団長）
として消防活動に尽力。

群馬県文化奨励賞

◆
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
叙
勲
は
、
国
や
公
共
へ
の
功
績
を
あ

げ
た
人
が
国
家
か
ら
勲
章
を
授
か
る
栄

典（
表
彰
制
度
）の
一
つ
で
す
。
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
は
、
警
察
官
、
自
衛

官
、
消
防
吏
員
な
ど
、
危
険
性
の
高
い

業
務
に
従
事
し
業
務
に
精
励
し
た
人
に

対
す
る
叙
勲
で
す
。

◆
群
馬
県
功
労
者
表
彰

　
県
功
労
者
表
彰
制
度
は
昭
和
30
年
に

発
足
し
、
地
方
自
治
、
社
会
福
祉
、
産

業
界
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て

功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。

◆
藤
岡
市
功
労
者
表
彰

　
市
の
政
治
、
教
育
、
文
化
、
社
会
福

祉
、
産
業
経
済
な
ど
に
お
い
て
功
績
の

あ
っ
た
人
を
表
彰
し
、
永
く
そ
の
栄
誉

を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

◆
群
馬
県
文
化
奨
励
賞

　
県
の
文
化
の
振
興
・
発
展
に
お
い
て
、

特
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
お
よ

び
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

藤岡市功労者表彰

　 　 

危険業務従事者叙勲

新井　和秀 さん
（71歳・中島）

　42年にわたり警察官
として、地域の安全、安
心に尽力。

中嶋　源治 さん
（69歳・藤岡）

　県内の生活協同組合
の経営強化や消費者の
自立支援に尽力。
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教
育
長
表
彰
の
該
当
者
は
申
請
を

　
毎
年
２
月
に
、
芸
術
・
文
化
・

体
育
な
ど
、
学
校
教
育
や
社
会
教

育
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
個
人

を
教
育
長
が
表
彰
し
、
栄
誉
を
た

た
え
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
選
考
委
員

会
に
よ
り
表
彰
を
決
定
し
ま
す
。

表
彰
日　
平
成
30
年
２
月
21
日
㈬

会
場　
市
民
ホ
ー
ル

対
象　
▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
個
人
で
、
学
芸
・
体
育
な
ど

幅
広
く
教
育
活
動
全
般
に
わ
た
り

他
の
児
童
生
徒
、
市
民
の
模
範
と

な
る
成
績
を
あ
げ
た
人（
表
彰
者

基
準
な
ど
が
あ
り
ま
す
）▽
前
記

に
準
じ
る
指
導
者

　
※
学
校
、
体
育
協
会
、
文
化
協

会
に
所
属
し
て
い
る
人
は
各
所
属

団
体
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
間　
12
月
15
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課（
☎

㊿
８
２
１
１
）

年
末
の
ご
み
は
お
早
め
に　
ご
み
の
自
己
搬
入
と
収
集
日
程

年末・年始のごみ収集日程
　
年
末
は
大
量
の
ご
み
が
出
る
時

期
で
す
。
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー

ル
を
守
り
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入

　
年
末
は
12
月
28
日
㈭
ま
で
、
年

始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
搬
入
で
き

ま
す
。

受
入
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
ご
み
の
収
集　

　
年
末
は
12
月
29
日
㈮
ま
で
、
年

始
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
通
常
ど
お

り
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す（
左
表

の
と
お
り
）　

問
い
合
わ
せ　
清
掃
セ
ン
タ
ー（
☎

㉓
８
３
０
５
）

市有地の売却

　市有地を先着順で売却します。希望する人は
申し込みをしてください。資格要件を満たす個
人、法人どなたでも申し込みできます。

▽売却地
　藤岡市藤岡827番12

▽公簿面積
　726.15㎡

▽予定価格
　2,112万 5,518円

受付期間　�12月11日㈪～平成 30年 3月30日㈮
　※詳細は財政課で配布している案内書または
市ホームページで確認してください
問い合わせ　財政課（☎㊵ 2213）

条例・計画に対する意見を募集します

閲覧場所　市政情報コーナー、鬼石総合支所地
域振興課、市ホームページ
意見を提出できる人　市内在住・在勤・在学の
人、市内に事務所・事業所を有する法人・個人、
その他利害関係を有する人
その他　提出された意見を考慮し各条例・計画

を制定（策定）します。意見の概要とその意見に
対する市の考え方は、個人情報を除いて公開し
ます。なお個々の意見に直接回答はしません
�提出方法　任意の様式に意見・住所・氏名を記
入して、直接もしくは郵便・ファクス・メール
のいずれかの方法で各担当部署へ

藤岡市空家等対策計画
藤岡市高齢者福祉計画及び
第７期藤岡市介護保険事業計画

藤岡市手話言語条例

　市では市の基本的な政策や条例などの制定（策定）において、その内容を市民の
皆さんに公表し意見や提案を求めています。

　手話は音声言語と並ぶ言語の一つです。その
認識に基づき、手話を必要とする市民があらゆ
る場面で手話による意思疎通が図られるよう、
手話の理解および普及などに関して基本理念を
定め、市の責務および市民の役割などを明確に
する「藤岡市手話言語条例」を制定します。
閲覧および意見提出期間　12月15日㈮～平成

30年１月15日㈪午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日および12月29日㈮～30年１
月３日㈬を除く）
�提出先　福祉課（〒375-8601（住所記載不要）
市役所福祉課・　 ㉒5592・   hukushi2@city.
fujioka.gunma.jp）
問い合わせ　福祉課（☎㊵2384）

P
u

b
lic

  C
o

m
m

e
n

t

 共通事項

地　区 可燃ごみ
（燃やせるごみ）

不燃ごみ・古紙・資源・有害物
（ペットボトル・トレイ） 資源（ビン・カン類）

藤
　
岡

1区～5区

毎週月・木曜日
年末は12月28日㈭
まで年始は１月４日㈭
から収集します

 12月５日㈫・19日㈫
  １月 16日㈫

 12月12日㈫・26日㈫
  １月９日㈫・23日㈫

6区～11区  12月12日㈫・26日㈫
  １月９日㈫・23日㈫

 12月５日㈫ ・19日㈫
  １月16日㈫

12区～15区  12月１日㈮・ 15日㈮
  １月５日㈮・19日㈮

 12月８日㈮・22日㈮
   １月12日㈮・26日㈮

16区～20区  12月８日㈮・22日㈮
  １月12日㈮・26日㈮

 12月１日㈮・15日㈮
  １月５日㈮・19日㈮

神　流

毎週火・金曜日
年末は12月29日㈮
まで年始は１月５日㈮
から収集します

 12月 14 日㈭・28日㈭
  １月11日㈭・25日㈭

 12月７日㈭・21日㈭
  １月４日㈭・18日㈭

小　野  12月６日㈬・20日㈬
  １月17日㈬

 12月13日㈬・27日㈬
  １月10日㈬・24日㈬

美土里  12月13日㈬・27日㈬
  １月10日㈬・24日㈬

 12月６日㈬・20日㈬
  １月17日㈬

美九里  12月７日㈭・ 21日㈭
  １月４日㈭・18日㈭

 12月 14 日㈭・28日㈭
  １月 11 日㈭・25日㈭

平　井  12月11日㈪・25日㈪
  １月８日㈷・22日㈪

 12月４日㈪・18日㈪
  １月 15日㈪

日　野  12月４日㈪・18日㈪
  １月15日㈪

 12月11日㈪・25日㈪
  １月８日㈷・22日㈪

鬼
　
石

71区～73区
76区 毎週月・木曜日

年末は12月28日㈭
まで年始は１月４日㈭
から収集します

 12月８日㈮・22日㈮
  １月12日㈮・26日㈮

 12月1日㈮・15日㈮
  １月５日㈮・19日㈮

74区・75区
78区・79区

 12月12日㈫・26日㈫
  １月９日㈫・23日㈫

 12月5日㈫・19日㈫
  １月16日㈫

77区
毎週木曜日
年末は12月28日㈭
まで年始は１月４日㈭
から収集します

 12月８ 日㈮・22日㈮
  １月12日㈮・26日㈮

 12月１日㈮ ・15日㈮
  １月５日㈮・19日㈮

80区
毎週月曜日
年末は12月25日㈪
まで年始は１月８日㈷
から収集します

 12月12日㈫・26日㈫
  １月９日㈫・23日㈫

 12月５日㈫・19日㈫
  １月16日㈫

■QRコードを読み込むと市ホームページで関連情報がご覧になれます

線
高
八

藤岡簡易裁判所

売払地学
大
祉
福
療
医
馬
群

藤岡大
胡
線

　高齢者がいきいきと活躍でき、介護や支援が
必要となっても住み慣れた地域で安心して生
活できる社会を目指した「藤岡市高齢者福祉計
画及び第７期藤岡市介護保険事業計画」を策
定します。この計画は平成30年度～32年度の
高齢者施策（介護予防や生きがいづくりなど）
や介護保険事業の運営に関する計画です。
閲覧および意見提出期間　12月18日㈪～平成
30年１月25日㈭午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日および12月29日㈮～30年１
月３日㈬を除く）
�提出方法　介護高齢課（〒375-8601（住所記載
不要）市役所介護高齢課・　 ㊵2196・　kaigo3
@city.fujioka.gunma.jp）
問い合わせ　介護高齢課（☎㊵2809）

　人口の減少や既存建築物の老朽化などに伴
い、適切な管理がされていない空き家が増えて
います。そのような空き家は防災・防犯・環境
など、多岐に渡る面で問題を引き起こします。
本市における空き家などの対策を総合的かつ計
画的に推進するために「藤岡市空家等対策計画」
を策定します。
閲覧および意見提出期間　平成30年１月４日
㈭～１月31日㈬午前８時 30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）
�提出方法　建築課（〒 375-8601（住所記載不
要）市役所建築課・　  ㉒6444・            　　kenchiku3@
city.fujioka.gunma.jp）
問い合わせ　建築課（☎㊵2326）
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未
登
記
家
屋（
登
記
を
し
て
い

な
い
家
屋
）の
情
報
は
、
市
の
固

定
資
産
税
台
帳
で
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
相
続
や
売
買
、
贈
与
な
ど

で
所
有
者
の
変
更
を
す
る
場
合
、

市
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
※
登
記
の
あ
る
土
地
や
建
物
の

所
有
者
変
更
は
法
務
局
で
所
有
権

移
転
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

持
っ
て
く
る
物　
▽
未
登
記
家
屋

所
有
者
変
更
申
出
書（
実
印
押
印
）

▽
新
旧
の
所
有
者
の
印
鑑
証
明（
相

続
に
よ
る
変
更
で
あ
れ
ば
、
被
相

続
人
の
印
鑑
証
明
は
不
要
で
す
）

▽
売
買
、
贈
与
な
ど
の
契
約
の
場

合
は
契
約
書
の
写
し
▽
相
続
の
場

合
は
遺
産
分
割
協
議
書
の
写
し
な
ど

そ
の
他　
届
け
出
用
紙
は
税
務
課

に
あ
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　
税
務
課（
☎
40
２

２
２
８
）

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
課
税
し
て
い

ま
す
。

  

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合　

　
平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
家

屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊

し
た
場
合
、
30
年
度
の
固
定
資
産

税
台
帳
か
ら
削
除
す
る
に
は
年
内

に
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
未
登
記
家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合
や
年
内
に
登
記

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、
市
税
務
課
へ
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
新
増
築
の
家
屋

評
価
の
と
き
に
市
職
員
が
確
認
し

た
場
合
は
届
け
出
は
不
要
で
す
。

  

家
屋
の
用
途
変
更
を
し
た
場
合

　
用
途
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
物　
▽
届
け
出
人
の

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）▽
29

年
12
月
31
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た

家
屋
の
場
合
は
、
取
り
壊
し
年
月

日
お
よ
び
取
り
壊
し
業
者
名
が
記

載
さ
れ
た
解
体
証
明
書
▽
用
途
変

更
の
場
合
は
、
用
途
変
更
し
た
こ

と
が
分
か
る
物

そ
の
他　
登
記
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
前
橋
地
方
法
務
局
高
崎
支

局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
へ
の
届
け
出
用
紙
は
税
務

課
に
あ
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　
税
務
課（
☎
40
２

２
２
８
）

家
屋
の
取
り
壊
し
、
用
途
変
更
に
関
す
る
届
け
出

　
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業

者
は
、必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
資
産

で
も
、
資
産
の
あ
る
場
合
は
申
告

が
必
要
で
す
。詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
30
年
１
月
31
日
㈬

対
象
と
な
る
資
産　
償
却
資
産
と

は
事
業
の
た
め
に
用
い
る
有
形
の

未
登
記
家
屋
の
所

有
者
変
更
手
続
き

事
業
用
償
却
資
産
の
申
告
を

資
産
で
、
以
下
の
も
の
で
す
▽
構

築
物（
広
告
看
板
、
門
塀
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
な
ど
）▽
機
械
・

装
置（
太
陽
光
発
電
設
備
、
土
木

建
設
用
機
械
な
ど
）▽
船
舶
▽
航

空
機
▽
車
両
・
運
搬
具（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
、
構
内
運
搬
車
な
ど
）

▽
工
具
・
器
具
、
備
品（
測
定
工

具
、
家
具
、
理
美
容
機
器
、
事
務

用
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

申
告
の
内
容　
資
産
の
種
類
、
名

称
、
取
得
年
月
、
取
得
価
格
、
耐

用
年
数
な
ど

申
告
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ　
税

務
課（
☎
40
２
２
２
８
）

12月１日㈮～10日㈰
夕暮れ時の早めのライト点灯と
　　　　　　反射材等の着用促進
夜間運転ではライト上向きが原則で
す。対向車などに配慮し、小まめに
ライトの向きを切り替えてください。
歩行者や自転車は、明るい服装で反
射材を着用しましょう。

飲酒運転の根絶
飲酒運転は悲惨な重大事故
を引き起こす危険性が高い
悪質な犯罪です。一人ひと
りが飲酒運転の根絶に取り
組みましょう。

よくみよう 車のあとに またくるま

子どもと高齢者の
交通事故防止

急な飛び出しや不用意な
横断を予測した運転を心
掛けましょう。

冬の県民交通安全運動

12 月は「 市税滞納整理強化月間 」です

　市税は、私たちが安心して健康的な暮らしを送るために必要な社会保障、ごみ処理、教育、
道路整備など、さまざまな施策を進めるうえで非常に大切な財源です。
　本市では大多数の人が市税を納期限内に納付していますが、納付しない人がいると財源
不足となり住民サービスに支障をきたすことになるうえ、納付した人との公平性を欠くこ
とになります。
　そのようなことにならないよう、市では市税滞納額の縮減を目指し、12月を「市税滞納
整理強化月間」として、税収確保に努めます。

　　問い合わせ　納税相談課（☎402831）

　やむを得ず強制的な措置も

　納期限内に納付した人との公平性を保つため、
市へ相談もなく納期限を過ぎても納付しない人
に対しては、滞納処分を行います。その際は預
金調査や勤務先などに給与調査を実施し、預貯
金・給与・年金・生命保険・売掛金・不動産な
ど財産の差し押さえを行います。差し押さえた
不動産や自動車などは公売し、その売却益を滞
納市税へ充当します。
　※財産を差し押さえるために、建物内を強制
的に捜索する場合もあります

【夜間窓口での納付】
　毎週水曜日、午後5時15分～8時（鬼石総合支
所は午後7時まで）に開設している夜間窓口で納付が
できます。（祝日を除き、納税相談課・鬼石総合支所
住民サービス課の窓口が利用できます）

【口座振替】
　忙しくて時間の取れない人や納付場所まで行くこと
が困難な人には、指定口座から自動的に納付できる口
座振替がお勧めです。
◎利用できる税・保険料など
　固定資産税、市県民税（普通徴収）、軽自動車税、
　国民健康保険税、介護保険料　など
◎口座振替ができる金融機関
　しののめ信用金庫、群馬銀行、東和銀行、多野藤
　岡農協、中央労働金庫、ゆうちょ銀行（郵便局）、
　ぐんまみらい信用組合（通帳を開設した店舗のみ）

【コンビニ納付】
　コンビニエンスストアで24時間納付できます。た
だし、バーコード付き納付書の有効期限は発行日か
ら一年になります。有効期限が過ぎている場合は、
納付書を再発行しますので納税相談課へ問い合わせ
てください。
　※金融機関（ゆうちょ銀行を除く）では、発行日か
ら一年を過ぎた場合でも納付できます
　※利用できるコンビニエンスストアは納付書の裏
面に記載されています
　※バーコードが付いていない納付書（介護保険料
など）はコンビニ納付できませんのでご注意ください
　

　日中忙しい人は……

　仕事などで時間内に納められない人は、夜間窓口、口座振替、コンビニ納付をご利用ください。

見本
見 本

　納付が困難な場合は相談してください

　本人や家族の病気、災害や盗難、事業の休廃止、
失業などの、やむを得ない事情や多重債務などに
より、市税の納期ごとの納付が困難な場合は、「一人
で悩まず」「放置せず」早めにご相談ください。一
括納付が難しい場合には、分割納付に応じること
もできます。

6広報ふじおか　平成29年12月１日号7 藤岡市役所　0274-22-1211（代表）
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企業における現状の把握と啓発に努めます。

　男女がお互いに人権を尊重し、ともに生き生
きと暮らせる社会の実現に向けた施策の一環と
して、男女共同参画推進協議会委員が市内６事
業所を訪問しました。この日はみどり化学㈱（三
本木）を訪問し、女性の採用状況や育児休暇の取
得状況などについて情報交換を行いました。

男女がともに輝く
来へ夢と希望のある社会将

相談・体験コーナーは多くの市民で盛況でした。

　市民が健康で生き生きと心豊かに暮らせるよ
う健康づくりの推進を目的とした「健康福祉祭」
が今年も市民ホールで開催されました。会場では、
血圧測定や血管年齢測定、健康相談、ゲーム形
式の脳活性化体験、体力測定などが行われ、来
場者は健康について理解を深めました。

健康でいるために
きがいと健康づくりを応援生

ぐんまちゃんとまゆダーマンもPRに一役買いました。

　首都圏から藤岡を訪れてもらうことを目的に、
今年も東京にあるぐんまちゃん家で「秋の観光キャ
ンペーン」が開催されました。当日は、桜山公園
の冬桜や高山社跡、市内の観光施設の紹介に加え、
藤岡北高校で栽培された朝採り野菜の販売など
を行い、市の旬の魅力をPRしました。

首都圏からの誘客に向けて
の魅力を発信秋

イベント盛りだくさん食

市内の隠れたおいしさを求めて行例ができていました。

　市の新名物グルメを来場者の人気
投票で決定する「ふじおかC-1グラン
プリ」や市内の産業が集結する「藤岡
商工祭」、その他子どもが遊べるキッ
ズパークやステージイベントなどが
楽しめる「ふじおかフェスタ」が中
央公園で開催されました。
　第７回を迎えた当日は天候も良く、
C-1グランプリに出品している12品
のグルメを購入して芝生の上で頰張
る人や、商工祭で鉢植えの花や地酒
などを購入する人、キッズパークで
楽しむ子どもたちなど、子どもから
お年寄りまで１日楽しみました。

と産業の祭典

　トレーニングは、どこを鍛えているのか・何
のための運動なのかを意識して行う方が効果が
高まります。市内で行われている筋力トレ教室
の総復習である「合同筋力トレーニング」が開催
されました。参加者は、講師のユーモアを交え
た分かりやすい解説で注意点などを学びました。

日常を元気に過ごすための筋トレ
本をしっかり丁寧に基

考案者である浅川教授の指導のもと、みんなで筋トレ。

　本市出身の数学者である関孝和の偉業をたた
える「関孝和先生顕彰全日本珠算競技大会」が総
合学習センターで開かれました。北は青森、南
は沖縄と全国から296人もの参加があり、選手た
ちは問題を読み上げる声に真剣に耳を傾けなが
ら、一心不乱にそろばんをはじきました。

全国の実力者たちが
を競う珠算大会腕

競技に打ち込む時の表情は真剣そのもの。

団員から消火器の使い方を教わり、消火体験を行いました。

　火災の起きやすいこれからの季節に備えて、
市消防隊秋季消防点検が中央公園で行われまし
た。点検官である新井市長から服装や装備など
の点検を受け、日々の訓練の成果を披露しました。
また式典終了後には救命救急講習や消火体験な
どを行い、啓発活動に努めました。

地域の安心安全を守る消防団
災に備え士気を高める火

11
5

10
21

10
23

11
11

10
26

11
12

11
3



キ
ス
ト

そ
の
他　
応
募
締
め
切
り
後
、
定

員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
募
集
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
施
時
期
や
訓
練
内
容
な
ど
を
個

別
に
設
定
す
る
オ
ー
ダ
ー
型
コ
ー

ス
も
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
高
崎

産
業
技
術
専
門
校（
☎
０
２
７
・

３
２
０・２
２
２
１
）

　　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
平
成
30
年
１
月
17
日
㈬
午

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日
時　
12
月
20
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

　
※
午
前
９
時
〜
正
午
は﹁
赤
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
﹂で
す

　  

自
動
車
シ
ャ
シ
整
備
士

日
時　
平
成
30
年
３
月
１
日
㈭
・

２
日
㈮
・
８
日
㈭
・
９
日
㈮（
全

４
回
）午
後
５
時
〜
８
時
15
分

対
象　
三
級
自
動
車
シ
ャ
シ
整
備

士
学
科
試
験
の
合
格
を
目
指
す
人

応
募
締
め
切
り　
平
成
30
年
２
月

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　
12
月
14
日
㈭
〜
27
日
㈬

　　
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
な
ど
お
勧

め
の
本
を
限
定
20
袋
の
福
袋
に
し

ま
し
た
。
中
身
は
開
け
て
か
ら
の

お
楽
し
み
。

日
時　
12
月
17
日
㈰
午
前
９
時
〜

　
日
時　
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
・
歌
・
ゲ
ー
ム
な
ど

講
師　
保
育
者
ユ
ニ
ッ
ト
し
ゃ
ぼ

ん
玉

対
象　
幼
児
〜
小
学
生

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

　　
親
子
で
一
緒
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
▽

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
中
央
児
童
館

（
☎
㉔
８
０
６
０
）

　　

来
年
の
干
支﹁
い
ぬ
﹂を
ま
ゆ

ク
ラ
フ
ト
で
作
り
ま
せ
ん
か
。

期
間　
12
月
27
日
㈬
ま
で
、
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
・
午
後
１

時
〜
４
時

会
場　
高
山
社
情
報
館

参
加
料　
無
料

そ
の
他　
▽
一
度
に
５
〜
６
人
の

体
験
が
可
能
で
す
が
、
希
望
者
の

多
い
時
は
待
ち
時
間
が
あ
り
ま
す

▽
工
作
体
験
は
１
人
１
つ
ま
で
▽

小
学
校
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴

問
い
合
わ
せ　
高
山
社
情
報
館（
☎

㉓
７
７
０
３
）

日
時　
平
成
30
年
１
月
17
日
㈬
午

後
１
時
受
け
付
け
開
始
、
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

　
※
手
話
通
訳
付
き
で
す

会
場　
市
民
ホ
ー
ル

内
容
・
講
師　
▽
第
１
部
＝
ゲ
ー

誰
も
が
生
き
や
す
い

地
域
づ
く
り
講
演
会

　  

花
の
共
進
会
・
出
品
物
展
示

日
時　
12
月
８
日
㈮
正
午
〜
午
後

７
時
・
９
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

７
時
・
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分

  

花
の
販
売

日
時　
12
月
10
日
㈰
▽
出
品
物
の

即
売
＝
午
後
１
時
30
分
〜
売
り
切

れ
次
第
終
了
▽
花
の
特
別
販
売
＝

出
品
物
の
即
売
終
了
後
〜
売
り
切

れ
次
第
終
了

  

共
通
事
項

会
場　
ら
ら
ん
藤
岡
花
の
交
流
館

問
い
合
わ
せ　
農
林
課（
☎
㊵
２

３
０
４
）

　
日
時　
12
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜

会
場　
藤
岡
中
央
児
童
館

内
容　
▽
歌
と
オ
カ
リ
ナ
に
よ
る

ト
キ
ー
パ
ー
講
座
・
大
小
原
利
信

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
協
会
理
事
長
）▽
第
２

部
＝
歌
の
楽
し
さ
、
歌
う
喜
び
・

Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
さ
ん（
ポ
ッ
プ
ス
歌

手
）

定
員　
１
５
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

８
日
㈮
〜
15
日
㈮
に
福
祉
課（
☎

㊵
２
３
８
４
）へ

　
期
間　
12
月
28
日
㈭
〜
平
成
30
年

１
月
４
日
㈭

  

図
書
の
返
却

　
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
、
図

書
館
入
り
口
左
脇
や
各
地
区
公
民

館（
藤
岡
・
日
野
地
区
を
除
く
）

に
設
置
し
て
あ
る
返
却
用
ポ
ス
ト

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。ビ
デ
オ・

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
壊
れ
や
す
い
の

で
、
開
館
時
に
直
接
図
書
館
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

  

貸
出
期
間
の
延
長

　
年
末
年
始
休
館
に
伴
い
、
図
書

10
冊
・
視
聴
覚
資
料（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

Ｃ
Ｄ
な
ど
）２
点
ま
で
を
３
週
間

劇団飛行船「オズの魔法使い」
　日　時　平成 30年２月10日㈯午後 1 時 30 分開演
　入場料　全席指定（３歳児未満膝上無料）
　　　　　 ▽ペア券（２席）2,000 円
　　　　　 ▽１席 1,500 円
　チケット発売日　12 月 10 日㈰

プラネタリウム（通常投影）
　投影日　毎週土・日曜日、祝日
　入場料　大人 300 円、小・中学生 200 円
　　　　　（未就学児無料）
　投影番組・時間
　 ▽銀河鉄道の夜　午前 10 時～・午後３時～

　 ▽それいけ！アンパンマン　星の色と空の色
　　午前 11 時～・午後 1 時 30 分～

みかぼみらい館

谷本賢一郎ファミリーコンサート
　日　時　平成 30年１月 21日㈰
　　　　　午後２時開演
　 入場料　全席指定
　　　　　　（３歳児未満膝上無料）
　　　　　 ▽１階席 2,000 円
　　　　　 ▽２階席 1,500 円

問（☎㉒ 5511）

前
９
時
45
分
受
け
付
け
開
始
、
10

時
〜
11
時
30
分

会
場　
藤
岡
公
民
館

内
容　
認
知
症
の
症
状
や
認
知
症

の
人
と
の
接
し
方
な
ど
。受
講
後
、

認
知
症
の
人
を
支
援
す
る
目
印
と

な
る﹁
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
﹂を
渡

し
ま
す

対
象　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　
80
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

28
日
㈭
ま
で
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
介
護
高
齢
課
内
☎
㊵
２

２
８
７
）へ

ジャッキー吉川＆ブルーコメッツ
　日　時　平成 30年１月 28日㈰
　　　　　午後２時 30 分開演
　 入場料　全席指定
　　　　　　（未就学児入場不可）
　　　　　 ▽Ｓ席 5,000 円
　　　　　 ▽Ａ席 4,500 円

８
日
㈭

  

自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
整
備
士

日
時　
平
成
30
年
３
月
５
日
㈪
・

６
日
㈫
・
12
日
㈪
・
13
日
㈫（
全

４
回
）午
後
５
時
〜
８
時
15
分

対
象　
三
級
自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
・

エ
ン
ジ
ン
整
備
士
学
科
試
験
の
合

格
を
目
指
す
人

応
募
締
め
切
り　
平
成
30
年
２
月

９
日
㈮

  

共
通
事
項

会
場　
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

内
容　
過
去
問
題
の
解
説

定
員　
各
コ
ー
ス
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
９
６
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
・
テ

埼玉栄高等学校吹奏楽部
　　　～群馬藤岡公演～
　日　時　平成 30年２月 12日㈷
　　　　　午後１時 30 分開演
　 入場料　全席自由 1,000 円
　　　　　（未就学児入場不可）

Information ～お知らせ～

  
イ
ベ
ン
ト

花
の
共
進
会
・
即
売

児
童
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

干
支
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
作
り

  

図
書
館
情
報

　
　
　
　
　

問
☎
㉒
１
６
６
９

年
末
年
始
休
館
日

ク
リ
ス
マ
ス
貸
出
福
袋

ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の

お
は
な
し
会

  

講
座
・
教
室

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉
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参
加
料　
１
万
８
０
０
０
円（
宿

泊
代
・
リ
フ
ト
２
日
券
・
交
通
費
・

保
険
料
な
ど
）

　
※
小
学
生
は
１
万
２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

22
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
ハ
ガ
キ

に
記
入
し
て
〒
375
－
０
０
１
２
下

戸
塚
５
９
７
－
３
市
体
育
協
会
ス

キ
ー
部
塚
本
英
夫
さ
ん（
☎
０
９

０・８
８
７
３・５
４
７
３
）へ

  

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

期
日　
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰
・

28
日
㈰
・
３
月
４
日
㈰

　
※
１
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
３
月
４
日
は
級
別
テ
ス
ト
も

あ
り
ま
す

会
場　
湯
の
丸
高
原
ス
キ
ー
場（
長

野
県
東
御
市
）

対
象　
小
学
３
年
〜
中
学
３
年
生

（
保
護
者
同
伴
も
可
能
で
す
が
、

保
護
者
は
教
室
へ
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
）

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
各
回
７
５
０
０
円（
バ

　　
藤
岡
市
産
の
洋
ラ
ン
や
切
り
花

を
使
用
し
た
豪
勢
な
正
月
飾
り
を

作
り
ま
す
。

日
時　
12
月
23
日
㈷
午
前
10
時
30

分
～
正
午

会
場　
ら
ら
ん
藤
岡
花
の
交
流
館

定
員　
24
人（
抽
選
）

参
加
料　
１
５
０
０
円

そ
の
他　
道
具
は
用
意
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

13
日
㈬
ま
で
に
農
林
課（
☎
㊵
２

３
０
４
）へ

　
日
時　
平
成
30
年
１
月
11
日
～
３

月
15
日
の
木
曜
日（
全
10
回
）午

後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ま
た
は
国
際
交
流
協
会
会
員
の
中

学
生
以
上
で
、
英
検
４
級
程
度
を

目
指
す
人

講
師　
ケ
ン
・
プ
ロ
コ
ペ
ッ
ツ
さ

ん（
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

定
員　
20
人（
先
着
順
、
最
少
実

施
人
員
10
人
）

参
加
料　
市
国
際
交
流
協
会
▽
会

員
＝
４
０
０
０
円
▽
非
会
員
＝
６

０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

８
日
㈮
～
26
日
㈫
に
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局（
自
治
交
流
課
内
☎

㊵
２
４
２
８
）へ

　　
初
心
者
も
経
験
者
も
、
楽
し
く

太
鼓
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
平
成
30
年
１
月
11
日
～
３

月
１
日
の
木
曜
日（
全
８
回
）午

後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

講
師　
藤
岡
市
民
太
鼓

対
象　
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

27
日
㈬
ま
で
に
み
か
ぼ
み
ら
い
館

（
☎
㉒
５
５
１
１
）へ

ス
代
・
リ
フ
ト
券
代
・
昼
食
代
・

保
険
料
な
ど
。
レ
ン
タ
ル
料
は
別

途
。
同
伴
の
保
護
者
は
６
５
０
０

円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

31
日
㈰
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
記
入
し

て
〒
375
－
０
０
３
２
神
田
１
３
４

３
－
１
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
宮

澤
哲
史
さ
ん（
☎
０
９
０・
２
２

４
７・６
３
１
８
）へ

  

バ
ッ
ジ
テ
ス
ト

期
日　
平
成
30
年
３
月
４
日
㈰

会
場　
湯
の
丸
高
原
ス
キ
ー
場（
現

地
集
合
）

　
日
時　
平
成
30
年
１
月
13
日
㈯
午

前
９
時
～
正
午（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所　
ふ
じ
ふ
れ
あ
い
館

　
※
庚
申
山
へ
移
動
し
ま
す

参
加
料　
２
０
０
円（
中
学
生
以

下
無
料
）

持
っ
て
く
る
物　
双
眼
鏡（
希
望

者
に
は
貸
し
出
し
ま
す
）

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
日
本
野
鳥
の
会
群

馬
多
野
藤
岡
分
会
長
小
井
土
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
１
０
３
４
・
１
３

５
３
）・
商
工
観
光
課（
☎
㊵
２

３
１
７
）

　 

年
末
ス
キ
ー
の
集
い（
基
礎
講
習
）

期
日　
12
月
29
日
㈮
・
30
日
㈯
１

泊
２
日

会
場　
妙
高
高
原
杉
の
原
ス
キ
ー

場（
新
潟
県
妙
高
市
）

対
象　
小
学
４
年
生
以
上
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
30
年
２
月
20
日
㈫
ま

で
に
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
矢
島

さ
ん（
０
９
０・
１
６
０
１・９
７

９
０
）へ

問
い
合
わ
せ　
市
体
育
協
会
ス
キ
ー

部
宮
澤
さ
ん（
☎
０
９
０・
２
２

４
７・６
３
１
８
）

　
日
時　
平
成
30
年
１
月
１
日
㈷
午

前
６
時
20
分
～
８
時

集
合
場
所　
庚
申
山
総
合
公
園
さ

く
ら
山
展
望
台
前

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
齋
田
さ
ん（
☎
㉓
１
９
７
９
）・

ス
ポ
ー
ツ
課

　
日
時　
平
成
30
年
１
月
21
日
㈰

会
場　
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

ス
キ
ー
場

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
お
よ
び
藤
岡
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員

参
加
料　
▽
小
中
学
生
＝
５
０
０

円
▽
高
校
生
以
上
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
30
年

１
月
５
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
持
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
日
時　
平
成
30
年
１
月
３
日
㈬
午

前
８
時
30
分
～

集
合
場
所　
市
民
ホ
ー
ル

コ
ー
ス　
①
行
き
＝
埼
玉
県
側
・

帰
り
＝
群
馬
県
側
、往
復
20
㎞（
午

後
３
時
30
分
解
散
予
定
）②
行
き
＝

埼
玉
県
側
、
片
道
10
㎞
・
帰
り
＝

浄
法
寺
か
ら
バ
ス（
希
望
者
、
バ

ス
代
自
己
負
担
）（
午
後
１
時
解

散
予
定
）

参
加
料　
２
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

22
日
㈮
ま
で
に
市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
齋
田
さ
ん（
☎
㉓
１
９
７
９
）・

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　
平
成
30
年
１
月
16
日
～
３

月
13
日
の
毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

午
後
５
時
～
７
時
お
よ
び
３
月
18

日
㈰

　
※
３
月
18
日
は
ウ
イ
ス
テ
リ
ア

カ
ッ
プ
で
の
発
表
予
定
で
す

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

１
～
４
年
生

定
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

持
っ
て
く
る
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
30
年

１
月
10
日
㈬
ま
で
に
参
加
料
と
印

鑑
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯
午

前
８
時
20
分
市
役
所
集
合（
会
場

へ
は
バ
ス
を
利
用
し
て
移
動
）午

後
３
時
30
分
帰
着
予
定

会
場　
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

施
設
利
用
料　
▽
大
人
＝
１
５
０

０
円
▽
高
校
生
以
下
＝
１
０
０
０

円（
貸
し
靴
、
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
１
月

12
日
㈮
ま
で
に
施
設
利
用
料
を
持
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
　日

時　
平
成
30
年
１
月
14
日
㈰
午

前
９
時
30
分
開
会

会
場　
市
民
体
育
館

種
目　
①
小
学
生（
４
年
生
以
上
）

②
中
学
生
③
一
般（
15
歳
以
上
）

の
男
女

チ
ー
ム
編
成　
①
＝
監
督（
大
人
）・

マ
ネ
ジ
ャ
ー
各
１
人
、選
手
10
人
、

交
代
要
員
５
人
の
計
17
人
②
・
③

＝
監
督
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
各
１
人
、
選

手
８
人
、
交
代
要
員
２
人
の
計
12
人

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

参
加
料　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
代
表
者
が
参
加
料
を

持
っ
て
30
年
１
月
５
日
㈮
午
後
７

時
か
ら
市
教
育
庁
舎
で
行
わ
れ
る

代
表
者
会
議
へ

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課

年末スキーの集い
参加申込書

氏名（フリガナ）
住所・性別・年齢・学年
学校名または勤務先
電話番号
用具レンタル希望者は
身長・足のサイズ
18歳未満の場合は保護者の同意
保護者氏名　　　　　印

裏面
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Information ～お知らせ～

お
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

三
学
期
英
会
話
教
室

和
太
鼓
講
習
会

  

募
集

市
民
探
鳥
会

  
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

  

問
☎
㊿
８
２
１
３

ス
キ
ー
を
楽
し
も
う

ジュニアスキー教室
参加申込書

参加申し込み日
氏名（フリガナ）（同伴者氏名）
住所・性別・年齢・学年
学校名
電話番号
用具レンタル希望者は
身長・足のサイズ
保護者氏名　　　　印

裏面

初
日
の
出
遥
拝
ウ
オ
ー
ク

市
民
ス
キ
ー
大
会

新
体
操
教
室

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

初
詣
金
鑚
神
社
ウ
オ
ー
ク

市
民
綱
引
大
会

おわびと訂正
　広報ふじおか 11 月 1 日
号 18 ページの交通規制の
地図に「メイレイクヒルズ
CC」の記載漏れがありま
した。
　おわびして訂正いたし
ます。

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉



す
。
支
援
員
と
と
も
に
、
運
動
不

足
の
解
消
や
気
分
転
換
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
平
成
30
年
１
月
13
日
・
２

月
３
日
の
土
曜
日
、
午
後
１
時
〜

３
時

会
場　
県
立
藤
岡
特
別
支
援
学
校

内
容　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球

対
象　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上（
高

校
３
年
生
を
含
む
）で
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
各
開

催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ー

タ
ス（
☎
㉕
８
３
３
５
）へ

　　
冬
休
み
中
は
、
子
ど
も
だ
け
で

留
守
番
し
た
り
外
出
し
た
り
す
る

機
会
が
増
え
ま
す
。
家
族
で
話
し

合
う
、
子
ど
も
の
見
ら
れ
る
場
所

に
メ
モ
を
貼
る
な
ど
、
子
ど
も
が

安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
普
段
か

ら
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

留
守
番
時
の
対
策　
▽
玄
関
の
ド

ア
や
窓
の
鍵
は
し
っ
か
り
と
閉
め

る
▽
来
訪
者
に
は
、
親
が
在
宅
中

で
あ
る
と
思
わ
せ
る
▽
む
や
み
に

電
話
に
出
な
い
▽
宅
配
便
な
ど
は
、

り
組
み
の
成
果
を
評
価
す
る
事
後

評
価
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で

公
表
し
ま
す
。

期
間　
12
月
８
日
㈮
〜
22
日
㈮（
土・

日
曜
日
を
除
く
）

会
場　
市
役
所
都
市
施
設
課

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
都
市
施
設
課（
☎

㊵
２
３
３
２
）

　  

医
療
費
控
除
の
申
告

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

医
療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が

不
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ

り﹁
医
療
費
控
除
の
明
細
書
﹂の

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

相
談
内
容　
▽
身
体
に
障
が
い
の

あ
る
人
に
関
す
る
各
種
相
談
▽
補

装
具
の
要
否
判
定（
整
形
外
科
の

み
）

持
っ
て
く
る
物　
印
鑑
・
身
体
障

害
者
手
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
12
月

22
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
福
祉
課（
☎

㊵
２
３
８
４
）へ

　　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
有

効
期
限
は
平
成
30
年
２
月
28
日

㈬
ま
で
で
す
。

　
敬
老
祝
金
と
し
て
80
歳
・
85
歳

の
人
に
支
給
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
も
有
効
期
限
を
過
ぎ
る

と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
商
工
会
議
所

（
☎
㉒
１
２
３
０
）・
介
護
高
齢

課（
☎
㊵
２
８
０
９
）

　
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
原
因
で
、
中
皮
腫
や

肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
た
と
認
め

も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
12
月
20
日
㈬
午
後
１
時
〜

４
時（
要
事
前
予
約
）

会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
っ
て
く
る
物　
各
種
検
診
結
果

票
・
健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど

相
談
対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か

る
物

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

　　
藤
岡
市
の
す
て
き
な
風
景
や
ま

ち
な
み
の
写
真
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
締
め
切
り　
平
成
30
年
１
月

31
日
㈬

応
募
方
法　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

﹁fuji_photo_m
fa

﹂を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
↓
藤
岡
市
内
に
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
を
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
へ
投
稿
↓
投
稿
時
に

撮
影
場
所
の
位
置
情
報
と
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ﹁
♯
ふ
じ
フ
ォ
ト
﹂を
入
力

す
る

　
※
応
募
方
法
詳
細
は
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://fujiokaphoto.

w
ixsite.com

/contest

）を
確
認
し

て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

普
及
協
会
藤
岡
支
部
柴
山
さ
ん（
☎

㉒
４
８
４
８ 　

m
fa.fujioka@

gm
ail.com

）

　　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
職
員
や
医
師
が
来
て
、
身
体
障

が
い
に
関
す
る
相
談
や
補
装
具（
車

い
す
な
ど
）の
給
付
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

　
※
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す

日
時　
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬
午

前
10
時
〜
正
午

会
場　
市
福
祉
会
館

　
※
障
が
い
が
重
い
な
ど
の
理
由

で
会
場
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
こ
ち
ら
か
ら
訪
問
し
て

　　
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
女
性
産
婦
人
科
医
に
よ
る
不

妊
・
不
育
症
に
関
す
る
各
種
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
月
第
１・第
３
木
曜
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
、
要
事
前

予
約
）

会
場　
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
堀
之
下
町
、
県
健
康
づ

く
り
財
団
内
）

相
談
内
容　
▽
検
査
・
治
療
方
法

▽
治
療
へ
の
不
安
▽
家
族
関
係
な
ど

　
※
相
談
は
原
則
個
別
面
談

相
談
料　
無
料

予
約
受
け
付
け　
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　
県
不
妊
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
７・２
６
９
・

９
９
６
６
）

　　
健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
市
の
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
が
対
応
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
は
家
族
な
ど
本
人
以
外
で

ら
れ
た
労
働
者
は
、
労
災
保
険
給

付
や
特
別
遺
族
給
付
金
が
給
付
さ

れ
ま
す
。
過
去
に
石
綿
業
務
に
従

事
し
て
い
た
遺
族
が
中
皮
腫
な
ど

で
亡
く
な
っ
た
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
群
馬
労
働
局
労
災

補
償
課（
☎
０
２
７・
８
９
６
・

４
７
３
８
）・
藤
岡
労
働
基
準
監
督

署（
☎
㉒
１
４
１
８
）

　　
藤
岡
市
街
地
地
区
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら﹁
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
﹂に
よ
る
各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。昨
年
度
、

事
業
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
取

添
付
が
必
要
と
な
り
、
税
務
署
か

ら
記
入
内
容
の
確
認
を
求
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
領
収
書
は

５
年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
31
年
分
の
確
定
申

告
ま
で
は
、
従
来
ど
お
り
領
収
書

の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
方
法

で
も
申
告
で
き
ま
す
。

そ
の
他　
お
む
つ
使
用
証
明
書
や

在
宅
介
護
費
用
証
明
書
な
ど
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
、
医
師
な
ど
が
発
行
し
た
証
明

書
は
、
提
出
が
不
要
と
な
る
領
収

書
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
注
意
し
て

く
だ
さ
い

 

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　
健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病

の
予
防
と
し
て
一
定
の
取
り
組
み

を
行
う
人
が
、﹁
特
定
一
般
用
医

薬
品
等
購
入
費
﹂を
支
払
っ
た
場

合
は
、
通
常
の
医
療
費
控
除
と
の

選
択
に
よ
り
、セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
所
得
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
※﹁
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購

入
費
﹂と
は
、
医
師
に
よ
っ
て
処

方
さ
れ
る
医
薬
品（
医
療
用
医
薬

品
）か
ら
薬
局
な
ど
で
購
入
で
き

る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に
転
用
さ
れ
た

医
薬
品（
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
）の
購
入
費
を
い
い
ま
す

申
告
方
法　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
の
提
出
お

よ
び
、
適
用
を
受
け
る
年
分
に
お

い
て
一
定
の
取
り
組
み
を
行
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
の
提

出
ま
た
は
提
示

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
税
務
署（
☎

㉒
０
９
７
１
）

　　
市
民
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

工
事
お
よ
び
冬
季
凍
結
に
よ
る
霜

対
策
の
た
め
、
期
間
中
は
市
民
球

場
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
平
成
30
年
１
月
５
日
㈮
〜

２
月
10
日
㈯

問
い
合
わ
せ　
市
民
体
育
館（
☎

㉓
９
８
５
０
）

　　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

週
末
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
ま

御荷鉾スーパー林道
冬季通行止め
期間　12 月 10 日㈰～
　　　　　平成 30 年４月 20 日㈮
問い合わせ　土木課
　　　　　　（☎㊵ 2322）

大
人
が
い
る
時
間
を
指
定
し
て
配

達
し
て
も
ら
う
▽
不
審
者
が
家
に

入
っ
て
き
た
ら
、
す
ぐ
に
逃
げ
る

外
出
時
の
対
策　
▽
家
族
に﹁
誰

と
﹂﹁
ど
こ
で
﹂﹁
何
を
し
に
﹂

出
掛
け
る
の
か
を
伝
え
、
必
ず
帰

宅
時
間
を
約
束
す
る
▽
ど
ん
な
と

き
も
１
人
で
行
動
し
な
い
▽
知
ら

な
い
人
や
車
に
は
近
寄
ら
な
い
▽

車
に
乗
っ
た
人
に
声
を
掛
け
ら
れ

て
も
立
ち
止
ま
ら
な
い
▽
帰
り
が

遅
く
な
る
と
き
に
は
、
家
族
に
迎

え
に
来
て
も
ら
う
▽
危
険
を
感
じ

た
ら
大
声
で
助
け
を
求
め
た
り
、

防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
た
り
す
る

帰
宅
時
の
対
策　
▽
ド
ア
の
前
で

周
囲
に
人
が
い
な
い
か
確
認
す
る

▽
家
に
誰
も
い
な
く
て
も
、
大
き

な
声
で﹁
た
だ
い
ま
﹂と
言
っ
て

家
の
中
に
入
り
、素
早
く
鍵
や
チ
ェ
ー

ン
を
掛
け
る

問
い
合
わ
せ　
県
消
費
生
活
課（
☎

０
２
７
・
２
２
６・
２
３
５
６
）

　

　
教
育
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
際
し
、

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
を
休
館
い
た

し
ま
す
。

休
館
期
間　
12
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
６
８
８
８
）

おわびと訂正
　広報ふじおか 11 月 15 日号５ペー
ジの記事の見出しに誤りがありました。
　５ページ「その他」の記事

（誤）特別弔慶金の請求はお済みですか
（正）特別弔慰金の請求はお済みですか
　おわびして訂正いたします。

  
健
康
福
祉

不
妊
・
不
育
症
の
相
談

成
人
健
康
相
談

  
そ
の
他

ふ
じ
お
か
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

身
体
障
害
に
関
す
る

巡
回
相
談
会

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
有
効
期
限

石
綿︵
ア
ス
ベ
ス
ト
︶に

よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済

都
市
再
生
整
備
計
画

事
後
評
価
原
案
の
公
表

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
球
場
の
使
用
制
限

週
末
活
動
支
援
事
業

冬
休
み
中
の

子
ど
も
の
防
犯
対
策

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
休
館

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉
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welcome to library

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　藤岡市立図書館☎㉒1669

著者 ▽曽野　綾子
夫はある日、崩れるように倒れた。
私はその時から、覚悟を決めた。夫・
三浦朱門を自宅で介護した作家・曽
野綾子が夫婦の「最後の日々」を初
めて明かす。

満天のゴール 夫の後始末

ま
た
は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
を

す
る
こ
と
。

◇
性
的
虐
待

　
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

す
る
こ
と
ま
た
は
高
齢
者
に
わ
い

せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

◇
経
済
的
虐
待

　
養
護
者
ま
た
は
高
齢
者
の
親
族

が
高
齢
者
の
財
産
を
不
当
に
処
分

す
る
こ
と
。

高
齢
者
虐
待
の
要
因

　
高
齢
者
虐
待
の
大
き
な
要
因
の

一つ
と
し
て
、
介
護
者
が
抱
え
る
ス

ト
レ
ス
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高
齢

者
の
介
護
を
自
宅
で
行
う
こ
と
は
、

常
に
介
護
を
優
先
し
介
護
者
自
身

を
犠
牲
に
し
た
暮
ら
し
に
な
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
２
０
０
５

年
に
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
介
護
者
の
４
人
に
１
人
が

介
護
う
つ
状
態
に
あ
る
と
い
う
驚

く
べ
き
実
態
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。地

域
の
つ
な
が
り
を

　
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
介

護
者
の
ス
ト
レ
ス
解
消
・
介
護
知

識
を
得
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

高
齢
者
の
人
権
問
題

　
近
年
、
平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸

び
や
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
人
口

の
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
高
齢
者
に
対
す

る
就
職
差
別
、
介
護
施
設
な
ど
に

お
け
る
身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐

待
、
あ
る
い
は
高
齢
者
に
無
断
で

行
う
財
産
処
分
な
ど
と
い
っ
た
人

権
侵
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
高

齢
者
虐
待
を
次
の
よ
う
な
行
為
と

し
て
い
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　
高
齢
者
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

ま
た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴

力
を
加
え
る
こ
と
。

◇
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　
高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な

著
し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
、

養
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐

待
行
為
の
放
置
な
ど
、
養
護
を
著

し
く
怠
る
こ
と
。

◇
心
理
的
虐
待

　
高
齢
者
に
対
す
る
著
し
い
暴
言

天才藤井聡太

著者 ▽藤岡　陽子
星空が美しい医療過疎地。人生のど
ん底のシングルマザー。人生に責め
られ続ける医師。人生をあきらめて
いる老女。３人の出会いが人生を変
えてゆく―。

著者 ▽中村　徹・松本　博文
「ここに歩を打たないと勝ちがない
から」天然パーマで乳歯が抜けてい
た小学１年生が、こう言い放った…。
師匠が、若手棋士たちが、王者らが
語る史上最強中学生棋士の素顔。

て
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」や「
介
護

者
の
集
い
」と
い
っ
た
も
の
を
地

域
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地

域
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、

身
近
な
相
談
相
手
が
で
き
た
り
、

抱
え
て
い
る
不
安
や
悩
み
を
共
有

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

心
身
の
ケ
ア
が
図
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
高
齢
者
の
介
護
を
一
人
で
背
負

う
こ
と
は
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
厳
し
い
こ
と
で
す
。
高
齢
者
を

支
え
る
家
族
一
人
ひ
と
り
が
、「
自

分
は
関
係
な
い
」「
う
ち
は
大
丈

夫
」と
思
わ
ず
、
高
齢
者
虐
待
の

現
状
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
努

力
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　鬼石北小学校、鬼石小学校、鬼石中学校の３校か
らなる鬼石中校区は「自他を大切にし、自分の意見を
生き生きと表現できる子どもの育成」を目指す子ども
像に掲げ、小中一貫教育に取り組んでいます。
　学力向上・学びのつながりを目指し、小学４～６年
生を対象に中学校教員による出前授業の実施や小学
校同士の合同授業などを行っています。またお互い
に授業を公開し合い、教員同士が学校を超えて授業
力向上のための研修を重ねています。学校間の交流
では、運動会や文化祭での児童生徒の交流だけでな
く、10月19日を「心の教育（徳）の日」と定め、いじ
めのない、笑顔の絶えない学級・学校を目指し、道
徳教育に力を入れています。また中学校では、毎月
19日を「心の教育の日」とし、道徳の時間の公開など

～鬼石連携型小中一貫校～

↑小中合同合唱の様子。縦割り活動や係や児童会・生徒会活
動にも力を入れています。

もすすめています。学習面では、学習スタンダード
を基本とした授業に努め、「話し合い活動」によって
表現力を育むことに力を入れています。さらに、３校
共通した「生活のきまり」を定めたり、「家庭学習のス
タンダード」を小学校間でそろえたりして、児童生徒
が学びたくなる授業や学力向上の基盤づくりを行っ
ています。
　鬼石中校区では、『みんなで一緒に「鬼石っ子」を育
てます』を合言葉に、地域に愛着と誇りを持った
onishi 魂を育み、子どもの成長へとつなげます。今
後も児童生徒、教員、PTAの交流に努め、家庭や
地域との連携を図りながら、学校・家庭・地域が三
位一体となった教育を推進してまいります。

高齢者の人権
～高齢者への虐待・暴行を防ぐために～

問い合わせ　  生涯学習課（☎㉒6888）
    地域包括支援センター（☎402287）

特別号
問い合わせ　学校教育課（☎508212）
　　　　　　鬼石中学校（☎522750）

鬼石中校区

高齢者虐待の防止・早期発見のために…
　もし、ご近所で不安や悩みなどを抱
えた高齢者の異変にお気付きの時は、
地域包括支援センターにお知らせくだ
さい。
☎402287
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プレゼント

　
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
。
市
内
各
所
で
も

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
き
を

放
っ
て
い
ま
す
。

　

inform
ation

＊ 

期
間　
平
成
30
年
１
月
31
日

㈬
ま
で

＊ 

時
間　
午
後
５
時
〜
10
時

＊ 

問
い
合
わ
せ　
ら
ら
ん
藤
岡

（
☎
㉔
８
２
２
０
）

＊ 

期
間　
平
成
30
年
１
月
31
日

㈬
ま
で

＊ 

時
間　
午
後
４
時
〜
８
時

＊ 

問
い
合
わ
せ　
土
と
火
の
里

公
園（
☎
㉘
０
３
８
５
）

幻
想
的
な

   

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

　11月7日、道の駅のと千里浜に熊本県のPRキャ
ラクター“くまモン”がやって来ました！
　羽咋市は平成28年4月に起こった熊本地震で被
災地となった熊本県へ食料品などの物的支援や市
職員の派遣による人的支援を行いました。今回は
その感謝と復興に向けた決意を伝えるためにやっ
て来たくまモン。道の駅には、そのかわいらしい
いでたちを一目見ようと大勢の親子連れが集まり、
くまモンが登場すると大歓声が沸き起こりまし
た。
　くまモンは、山辺市長にお礼の色紙をプレゼン
トし、お得意の“くまモン体操”も披露。会場一体
となって大盛り上がりとなりました。

寄
せ
ら
れ
た
声

ら
ん
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
日
は
暖
か
な
夜
で
し
た
。

寒
い
夜
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も

良
い
で
す
が
、
暖
か
い
夜
も
良
い

と
思
い
ま
し
た
。（
60
代
・
女
性
）

　
寒
い
夜
と
は
違
っ
て
、
じ
っ
く

り
と
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
前

年
よ
り
２
万
球
の
電
飾
を
増
や
し
、

過
去
最
多
の
約
15
万
球
が
、
場
内

を
彩
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
内
各

施
設
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

  

岡
で
ミ
カ
ン
狩
り
が
で
き

 

る
の
？
」そ
う
、
び
っ
く
り

し
た
の
は
確
か
２
年
前
、
冬
桜
に

誘
わ
れ
、
つ
い
で
に
出
掛
け
た
ミ

カ
ン
狩
り
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

初
め
て
の
ミ
カ
ン
狩
り
は
そ
れ
は

も
う
楽
し
か
っ
た
で
す
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
ミ
カ
ン
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
よ
。（
50
代
・
女
性
）

　
自
分
で
収
穫
し
た
ミ
カ
ン
の
味

は
ま
た
格
別
で
す
ね
。
鬼
石
地
区

の
ミ
カ
ン
狩
り
は
本
州
の
北
限
に

位
置
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ミ
カ
ン
狩
り
シ
ー
ズ
ン
は
桜
山
公

園
の
冬
桜
は
も
ち
ろ
ん
、
紅
葉
や

三
波
石
峡
な
ど
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
来
年
も
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

書
館
の
古
本
市
で
紙
芝
居

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
出
掛
け
た
の
で
あ
ま
り
に

人
が
多
い
こ
と
に
驚
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
３
歳
の
孫
に
紙
芝
居
を

す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。（
60

代
・
女
性
）

　
本
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
人

の
元
へ
届
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
５
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
要
約

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ら

図

道の駅で“くまモン”フィーバー

お礼にお得意の体操も披露

↑大勢の人に取り囲まれ、大人気のくまモン。

「
藤

～郷土史・誌のあゆみ～

地域に寄せる関心

左から、『藤岡市史』、『鬼石町誌』、『藤岡町史』

～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓5997）

 No.21

石川県羽咋市
は く い

まちの声
みなさんからの
声を紹介します。

　皆さんの声を募集します。本紙への感想、
身の回りであった出来事や日常生活で感じた
ことなどをお寄せください。「まちの声」で紹
介します。
　※個別の回答はしません

応募・問い合わせ　ハガキかメールに住所、
氏名、性別、年齢、電話番号、まちの声を
明記して〒375-8601（住所不要）市役所秘書
課広報広聴係「まちの声」応募係・　hisyo@
city.fujioka.gunma.jpへ

お便りをくれた人の中から、モミリーウィッチよ
りお好きなクレープ１つを15人にプレゼント。
応募締め切りは12月15日㈮当日消印有効です。

※当選者の発表は10日前後で、引換券の発送をもっ
　てかえさせていただきます

60種類以上の豊富なメニューに加え、季節限定メニュー
もご用意しています。テイクアウトや電話予約もご利
用ください。

プレゼントの提供者を募集しています。
秘書課広報広聴係☎402208までご連絡ください。

お好きなクレープ
※トッピングは除く

もちもちの生地を使っ
たボリューム満点のク
レープ！

藤岡市森342-4　☎㉒2207
営業時間／正午～午後６時
定休日／木曜日

クレープ屋さん モミリーウィッチ藤岡店

 
耳
よ
り
情
報

　数ある郷土史・誌は各地域研究の足跡とも
言えます。本市にも多くの郷土史・誌があり、
近年では『藤岡市史』（1984～2000年刊）・『鬼
石町誌』（1984年刊）、『多野藤岡地方誌』
（1974年刊）などがあります。また、市制施
行3年後の1957年にはそれまで製作の進めら
れていた『藤岡町史』が発刊されました。近
世・近代に関する記述が詳しく、その当時の
歴史を知るための重要な資料です。
　さかのぼって、古い時代のものになると江
戸時代の『上

こうずけめいせきし

野名跡志』（1853年）が挙げられ
ます。県史の前身というべき本で、藤岡の国
学者である富

とみた な が よ
田永世が著しました。この本で

は上野国の名跡や古い神社などの由来、村々
の沿革について述べられており、自分の住む
地域から記すとして、緑野郡・片岡郡・多胡

郡・甘楽郡の順で記述しています。
　他にも1910年発刊の『多野郡誌』、17年後
の増補改訂版『群馬県多野郡誌』など多くの資
料があり、これらの郷土史・誌は地域の歴史
を研究する上で重要な役割を果たします。

 

土
と
火
の
里
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 「
道
の
駅
」ら
ら
ん
藤
岡

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン2017
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岩
い わ し た

下　舞
ま い

ちゃん
（４歳・藤岡）

大
お お さ わ

澤　颯
そ う た

太くん
（４歳・神田）

ひょうきん者の颯太☆これから
も元気に明るく育ってね！！

関
せ き ね

根　梓
あずさ

ちゃん
（1歳11カ月・中島）

いつも元気な舞♥これからも勢と
ばぁと沢山お出かけ、挑戦、しよう‼

誕生日おめでとう　お姉ちゃんた
ちと仲良く♥笑顔で大きくなーれ

ち

こ
びっ

登
場

市
民

459

ちびっこ応募

古紙配合率70％再生紙を使用しています。

あなたの家のちびっこを広報で紹介しませんか？
■対象
■応募方法

■応募先

市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前・性別・生年月日・子どもへの
メッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
秘書課広報広聴係（☎402208 ・     hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

上州藤岡上杉管領太鼓

梅
うめはら

原　龍
りゅうじ

児さん（藤岡）

　1959年鬼石町生まれ。昭和63年に上州藤岡上杉
管領太鼓に加入し活動を始める。平成18年10月から
藤岡中央高校和太鼓部の指導に携わる。

Pro� le

ま
す
。
指
導
を
始
め
た
数
年
は
成
果
が

出
ず
、
指
導
方
法
に
つ
い
て
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
す
日
々
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
年
数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に

徐
々
に
成
果
が
出
始
め
、
指
導
を
始
め

て
３
年
後
、
高
等
学
校
の
文
化
の
祭
典

「
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
」へ
の
出
場
権

を
か
け
た
県
大
会
で
見
事
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
は「
指

導
し
て
き
た
成
果
が
出
て
、
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
身
の
太
鼓
活
動
だ
け
で

な
く
生
徒
の
指
導
も
続
け
、「
太
鼓
で
藤

岡
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
し
、
後

継
者
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

太
鼓
へ
の
熱
い
思
い

 

鼓
で
藤
岡
市
を
盛
り
上
げ
た
い
。

 

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
梅
原
さ
ん

は
上
杉
管
領
太
鼓
に
加
入
し
、
約
29
年

間
太
鼓
活
動
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

藤
岡
ま
つ
り
や
太
鼓
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

市
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、

太
鼓
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　
藤
岡
中
央
高
校
の
開
校
時
に
、
藤
岡

な
ら
で
は
の
特
色
の
あ
る
も
の
を
取
り

入
れ
た
い
と
い
う
学
校
側
の
意
向
で
和

太
鼓
部
が
で
き
ま
し
た
。
梅
原
さ
ん
は

平
成
18
年
10
月
か
ら
現
在
ま
で
の
11
年

間
、
和
太
鼓
部
の
指
導
に
携
わ
っ
て
い

太

■
発
行
／
藤
岡
市
　
〒
375-8601　

　
　
群
馬
県
藤
岡
市
中
栗
須
327番

地
　
☎
0274㉒

1211　
0274㉔

3252
■
編
集
／
企
画
部
秘
書
課
　
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.fujioka.gunm

a.jp/　
■
印
刷
／
株
式
会
社
若
草
印
刷
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